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でに報告されている（Pauole et al., 2000 ; 笹木





は，サッカー選手 175名を対象に 20 m走と













































































図 1 : 50 m走の実験配置図
































図 2 : PATの実験配置図





































図 3 : PAT記録と 50 m走記録との関係
図 4 :  PAT記録と 50 m走中の各地点速度との
関係
図 5 : PAT記録と最大走速度との関係
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